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[言 語文化 への関心 を深 め,自 己を確立 する態度 を育 てる指導 の在 り方 につ いて]

1主 題設定 の理由

21世 紀 の到 来を 目前 に した今 日,社 会全体が様 々な面で急激 な変化 を遂 げよ うと して い る。

しか も,そ の変化 は今後 ます ます加速 されて い くようにさえ思われ る。例 えば,情 報化 の波 は

コ ンピュー タや ファクシ ミリ,携 帯電話 な どの急速 な普及 によ り日常生活 に大 きな変化 を もた

らして い る。 また,イ ンター ネ ッ トの発達 は,国 内で生活す る場合 で も,異 なる文化 圏の人 々

と接触す る機 会 を著 しく増大 させて いる。 このよ うに今 日の社会 は様 々 な要素が絡 み合 い,極

めて複雑 な様相 を呈 してい る。 こうした変化 の激 しい,先 行 き不透明 な時代 にあ って,長 期 の

展望 に立 ち,時 代 に即応 した教育を構築す る ことは,学 校教育 の重要 な課題 であ る。

今 日の高 校生 は異 な る文 化 を受 け入 れる思考 の柔軟 さや感性の豊か さ,セ ンスの良 さやスマー

トさな どの点 で優 れて いる。 しか し,そ の一方 で社会性 の不足 や 自立 の遅 れな どの問題点 も指

摘 されて いる。言語 能力 に関 して も,語 彙 の乏 しさが目立 ち,理 解力 もさ ることなが ら,特 に

表現 力の不足 が 目立っ。 そ して,こ の ことが精神面 の幼 さにもっなが ってい ると考 え られ る。

言語 は文化 の一部 で あるが,同 時に文化 の申で も特別 に重要 な地位 を占めて いる。人 は言 語

を抜 きに して は豊か な人格形成 を成 し遂 げ ることはで きな い。 それ ゆえ,言 語 の教育 として の

国語教育 の果 たすべ き役割 は極 めて大 きいと言え る。 しか し,従 来 の国語教育 はその役割 を十

分 に果 た して きた とは言 い難 い よ うに思われ る。改あて言 うまで もな く,言 語能力 は表現 力 と

理 解力 の二 領域か らな るが,こ れ までの国語教育 は,表 現力 の大切 さが繰 り返 し強調 されて き

たに もかかわ らず,え て して理解力 の育成 に偏 りがちであ った。今後 の国語教育 において は表

現,理 解 及 び言語事項 を,相 互 に有機的 に結 び付 け,ま とま った形 で指 導す ることに よ り,総

合的 な言語 能力 を身 に付 けさせ る ことが大切 であ る。

先 に出 され た第15期 中央教育審議会 の第一次答 申において も,こ れか らの子供 た ちに必 要 と

な るの は,い かに社 会が変化 しよ うと,自 分 で課題 を見 っけ,自 ら学 び,自 ら考 え,主 体 的 に

判 断 し,行 動 し,よ りよ く問題 を解決す る資質や能力 であ り,ま た自 らを律 しっっ,他 人 を 思

いや る心 や感動 す る心 など,豊 かな人間性 であ ると し,こ う した資質 や能力 を 〔生 き る力]と

呼んで いる。

以上 のよ うな観点 に立 って上記 の研 究主題 を設定 した。「言語 文化へ の関 心 を深 め 」 とは,

生徒 が言語 その もの と言語 によ って創造 され た文化 に目を向 け,そ の大 切 さ と素晴 らしさを理

解す ることで あ り,「 自己を確立 す る」 とは,生 徒 自身が言 語活動 を通 じて 自 己を発 見 し,自

らの個性 を伸 ば し,主 体的 に生 きてい くことが で きるよ うにな ることで ある。その たあに は教

材 を精選 す る とともに授業展開 を改善す ることによ り,国 語 の授 業を真 に魅力 あ る もの とし,

生徒一 人一 人 が意 欲的 に学習 に取 り組 め るよ うにす ることが大切 で あると考 えた。

具体的 には,教 科書以外か らも積極 的に学 習素材 を取 り入れ た。 また,従 来か らの教材 にっ

いて も新 しい視点 か らとらえなおす とともに,グ ループ学 習 などを大幅 に増 やす など,授 業形

態 を工夫 し,生 徒が授業 の中で主 体的 に問題 を見っ け出 し,自 ら考 え,発 表 す るよ うに した。

さ らに,他 の生 徒の意見 に も耳 を傾 けることによって,自 らの考 えを深化 させ る ことを 目指 し

た。 また,音 声 言語 に目を向け させ ることによ り,言 語 の特性 を理解 で きるよ うに した。 そ し

て,こ れ らを通 じて今後 の生涯学 習社会 の中で,常 に自 ら学 びなが ら生 きて い くための基 礎 と
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な る能力 を高校生 の時 に身 に付 けさせ る ことを意図 した ものであ る。

■ 主題解 明の方法

標記 の主 題及 び授業実践 の意図を実現す るため,今 年度 の研究員 は現代語 ・古典 ・現代 文 の

3班 に分かれ研究 を進 めた。 その際,教 材選定 に配慮す るとともに,授 業 の流れを理解 しやす

い もの と し,授 業 のイ メージ化 に役立て るため,指 導計画 の形式 を各班 ごとに検討 し,工 夫 を

こら した。

「現代語班」 は,書 き言 葉中心 の国語教育 を見 直そ うと,あ えて話 し言葉 にのみ焦点を当て,

その特質 を理解 させ よ うと試 みた。主題 にあ る 「言語 文化 」 の うち 「音 声 言語 」 の領 域 へ の

「関心 を深 あ」 させ よ うとす るもので ある。 その中で も,ス ピーチや デ ィス カ ッシ ョ ン,デ ィ

ベ ー トなどではな い,日 常的 な 「対話」 の場面 を設定 した。 また,授 業形態 と して,教 師 中心

の講 義形式 を排 し,生 徒中心 の グループ活動,ロ ール ・プ レイ ングなどの演習を多 く取 り入れ,

受動 的 な授業 の参加態度 を改 め させ,主 体 的 に課題 に取 り組 ませ ようと した。 そ して,自 分 の

立 場 を しっか りと らえ,場 面 に応 じた適切 な話 し方を 目指す ことで,「 自 己を確 立 す る態度 」

を育て よ うと考え た。 そ して,こ の よ うに話すのが正 しい話 し方だ と教 えるので はな く,生 徒

自身 が実践 を繰 り返す うちに,少 しずっ,よ り良 い話 し方 とはどん な ものか,気 付 いて い くよ

う導 くのであ る。 したが って,評 価 につ いて も,一 つ一 つの演習を通 して何 を考 えたのか,ど

ん な工夫 を した のか とい う自己評価,あ るいは生 徒相互 の評価を重視す る。

「古典班 」 は,古 文 では 『徒然草』 の 「応長 の頃」 を,漢 文 で は 『三国 志 演義 』 の中 か ら

「呂布 と　蝉」 を教材 と して選ん だ。古典作品 を情報 とい う新 しい視点 か ら読 み進 める ごとで,

生徒 たちの関心 と意欲 的な態 度を維持 しなが ら,情 報 を生み出す 「言 葉 の力」 に注 目させ る こ

とがで きると考 えたか らであ る。授業形態 と して は,導 入部 において,現 代語訳 を活 用 した プ

リン トによる個別 の学 習を組 織 し,各 自にあ らす じや内容,ま た言語事項 を理解 させ,そ の上

で,グ ループ学習 や表現学 習 に取 り組 ませ ることに した。古文 では 「応長 の頃」 に登場す る流

言飛語 の構造分析 を もとに,「 平成 の頃」 とい う短文 を作成 させた。漢 文 で は,情 報操 作 に お

け る巧 み な言葉遣 いを読 み と らせ,そ の過程で考え た こと ・学ん だ ことをま とめ させ た。 内容

理解 に中心 を置 きなが ら,そ れを現代 とい う時代を通 して と らえ直す段階 に表現活動 を取 り入

れ,言 葉 ・情報 と主 体的 に関わ る意識 ・姿勢を養お うと試 みたのである。評価 にお いて は事 中

評価 を重視 し,プ リン トの回収 ・点検を通 して,生 徒 との連絡 ・学習の深化 の把握 に留意 した。

「現代文班」 は,み ずみず しい感性 で現代 の若者の心をとらえている山田詠美 ・吉本ばなな ・

俵万 智 などの女 流作家 に着 目 した。今回 はそ の一人で ある山 田詠美 の 『晩年 の子供』 を取 り上

げ,高 校生 の共 感 に もとつ いた授業 を展開 して い くことに した。具体的 な方法 と して は,あ ら

す じに沿 って読 解 して い くのではな く,問 題点を提起 し,そ れを解明す る とい うや り方 で授 業

を進 める。そ して,そ の過程 で他者 の様 々な意見(主 人公 の考 え も含む)と 向 き合わせ る こ と

に よ り,自 己を見っ め直 させ,そ の ことを通 じて 「自己を確立す る態度 を育 て る」授業実 践 を

試 み た。授業形 態 と して は,グ ループ学習 を取 り入 れ,生 徒 の主体的 な活動 と意 欲を喚起 す る

ことに努 めた。優れ た作品 は様 々な読 みが可能 である。 そ こか らいろいろな問題を見付 け出 し,

その解決 に取 り組む とともに,他 者 の様 々な意見 と向 き合 うことによ り,「 自己確立 」 へ の糸

口を見 出せ るよ うに した。
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皿 指 導 の実 際

1「 話 し言 葉」 を見つ め直 し,自 己を確立 する態度を育て る現代語指導 の工夫

1.単 元 「話 し言葉 」を見っ め直す。

2.題 材 スポー ツの実況中継録音 ・録画 ・任意 の図形 ・写真等 。

3.単 元 の 目標 ① 自分の立場を しっか りととらえ,目 的 や場 に応 じた適切 な話 し方を しよ

うとす る態度 を身 に付 け る。

② 他者 を思 いや り,他 者 と協調 しよ うとす る心 か ら育 まれて きた 日本語 の

話 し言葉 の特質 を理 解す る。

③ 様 々な実践 を通 して,自 ら課題を見つ け,考 えた ことを言葉 にす る力 を

身 に付 ける。

4.単 元設 定の理由

情報化社 会 の進展 に ともな って,コ ミュニケー ションの方法 もますます多様化 して きた。 ワー

プ ロで書 いた手紙 やパ ソコ ン通信 などのキー 。t一 ドを介 しての相 互 伝達 は も とよ り,「 ベ ル

友」(ポ ケ ッ ト・ベルを介 したペ ン ・フ レン ドの ような間柄。)な どの,か って は想像 も及 ば な

か った意思疎通 の方法が高校生 の闘に も広 ま りっつあ る。 また,国 際化 が進 むなか,英 語教 育

で もオ ー ラル ・コ ミュニケー シ ョンが重 要な位 置を占め るよ うにな った。

ところが,そ の一方で,日 本語 の 日常 会話 で うま く意思の疎通 が で きない生徒が増えている。

かって は,痛 みの表現 で も 「キ リで揉 む よ うに」 とか 「腹が渋 る」 とい った的確 なものがあ り,

医師の問診 に役立 った ものだが,現 代の高校 生の間で は死語同然 にな って いる。 また,あ る新

聞の投 書欄 に は,通 勤電車 内での座席の譲 り合 いを巡 って,男 子高校生 が老 人 を罵倒 した言 葉

の事例 が挙 げられていて,大 きな関心を呼び起 こした。近年,「 ことばによるい じめ」 な どで も,

言葉 は受 け手 の状況 を想 定 して発せ られるべきであるという。最 も基本的 な視点 が欠落 している。

このよ うに,文 明の高度化,情 報機器 の発達 などに反比例 す るよ うに,話 し言葉 はます ます

軽視 され,そ の結果,言 語 は私 たちの生活実感 か ら遊離 した空虚な ものになろ うと して い る。

そ こで,従 来 の 「読 む」「書 く」にかたよ りが ちな国語教育を見直す べ く,あ えて 「話 す こと」

の特質 に迫 り,よ り正 確で効果的 な言語 表現 の在 り方 にっ いて,生 徒 が主体 的 に学 習す る 「現

代語」 の授業 を 目指 して研究 に取 り組 んだ。

「話 し言葉」 の学 習 には,発 声 や滑舌訓練 な どの外面的要素 と,自 らの意 思 を的確 に伝達 す

るための内面 的要素が挙 げ られ るが,こ の単元で は後者に焦点を絞 り,さ らに,ス ピーチやデ ィ

ベ ー トで はな く,社 会生活 を営む上で不可欠 な日常対話 を中心 に演習 を進あていくことに した。

また,一 斉 講義方式 で一 方的 に知識を与え るとい う形態 を避 け,生 徒主体 の グルー プ活動 や

ロールプ レイ ングなど,生 徒 自身が実践を通 して 自 ら学 んでい くとい う方法 を工夫 した。

今回試 みた演習 は,ど れ も単純で容易 に取 り組 める ものであ る。た しか に,こ れ らは小 ・中

学校 で も行 え るもので はあるが,こ の研究 で は,高 校 で これ らの演習 を試 みなが らも,あ えて,

指導者 の言葉 に よる 「正解」 を与 えないよ う配慮 した。これは,高 校時代 というものが各 自様 々

な環境 で様 々な経 験を積み,自 己の在 り方 ・生 き方を深 く見っ あ始 め る時期で もあ り,こ れ ら

の演 習か ら自分 な りの何か を得 ることがで きると考え たか らであ る。何か とは,た とえば 「はっ

きりと発音す る。」「相手 の気持 ちを思 いや る。」 とい った単純 な もので よい。 一 人 ひ と りが個

性 を活か して生 きるために必 要 な話 し方を獲得 しよ うとす る。それが この単元 の最 も大 きな 目

標 であ る。
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5.指 導計画(全 学年対象 ・配 当6時 間)
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①代表生徒 が,教 卓上 の カー

ド(図1)を 見 なが ら音声

だけで伝え,他 の生徒 はノー

トに書 き留 め る。
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毒 衡
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「脚 言

轡ジ 濯

鎗

②VTRと テー プ レコー ダー

を用 い て,プ ロ の ア ナ ウ

ン スを視 聴 す る。

指導上 のポイ ン ト

① 次 の順 序 で活 動 させ る 。

1)代 表 生 徒 に伝 え さ せ る。

2)ワ ー ク シー トに書 か せ る。

3)隣 席 の者 と見 比 べ させ る。

4)図1を 示 して,隣 の者 と

相 互 評 価 を させ る。

5)状 況 に応 じて,2～3回

繰 り返 さ せ る。

6)な ぜ う ま く伝 わ らな か っ

た の か(伝 わ った の か)を

ま と あ させ,ワ ー ク シー ト

に記録 させ る。

7)発 表 させ る。

②次 の順序 で活動 させ る。

1)ラ ジオの中継を聴 き,場

面 を思 い描 かせ る。

2)同 じ場面 をVTRで 見 さ

せ,想 像 と比 べ させ る。

3)感 想を 自由に発表 させ る。

4)効 果的 な音声 伝達 の条件

を ワー クシー トに記 録 させ

る。

評価の観点☆☆☆☆☆

①音声 で伝 え ることの難 しさを実感 できたか。

②効果的 な音声伝達 の条件 を把握 で きたか。

羅 築、

指 導者 の 感 想*****
一 部 の 生 徒 に と っ て は ,野 球 な どふ だ ん 気 に も留 あ て い な

い も のの 一 っ で あ った 。「野 球 なん て 知 ら な い 」 生 徒 に ま ず

はル ー ルか ら説 明 しよ うと したが,こ れ が意外 に も難 行 とな っ

た の で あ った。
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「 「1

1学 習醐 、
s

①写真 に写 された状況 を細 か

く観察 した後,他 の生 徒 に

説明 す る。

② 写真 に写 された状況 を細 か

く観察 した後,そ れを 「幼

稚園児」 に伝え るつ もりで

他 の生徒 に説明す る。

評価 の観 点☆☆☆☆☆

①相手 に的確 に伝 えるための工夫ができたか。

②相手 によ って言 い方 を変 え ることの意義 が

理解 で きたか。

次 時への課 題★★★ ★★

学校 の近 くや 自分 の家の近 くの街 で,商 店

の人 にサイ ンを して も らう。(3か 所)

① ②次の順序 で活動 させ る。

1)生 徒 を2～3人 の グル ー

プに分 ける。

A写 真 を見て他者 に説 明 す る生

徒

B写 真 を見 ないで説明 を受 け る

生徒

2)各 グルー プに写真 集 を一

冊ずっ貸 し出 し,演 習 させ

る。

3)ワ ー クシー トに気 づ いた

点を記入 させ,数 人 を 指名

して発表 させ る。

②で は、特 にどんな こ とに注 意

をす るのか を考 え させ る。

★ 失 礼 の な い よ うに依 頼 させ る。

ただ し,ど う言 うの か は各 自

で考 え させ る。

・無 理 に頼 ませ な い ◎

・一 つ の 店 に集 中 させ な い。

第

「3

】1学習郵

時

一

① 前時 の課題の成果 を発表 し

「人 に何 か を依頼 す る場合 」

の的確 な話 し方を考 える。

い
き
な
り

「
サ

イ

ン
を
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ

て
、

不

審

が
る

の
も
も

っ

と
も

で
あ
る
が

、

芸
能
人

に
な

っ
た

つ
も

り

で
サ
イ

ン

を
く
だ

さ

っ
た
方

も

い
た
よ
う

で
あ

る
。

豪
も
憂

指導 上のポ イ ン ト

①次 の順序 で活動 させ る。

ユ)報 告書 を提 出させ る。

2)何 人 かを指名 し,失 敗 し

た例 と成功 した例 とにっ い

て,そ れぞれの状況 と配慮

した点 について説 明させ る。

3)生 徒 の報 告か ら,的 確 な

話 し方 に関す る重要 点 を ま

とめさせ,そ れをワークシー

トに記 入 させ る。
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② 「借 金 を 断 る」 「プ ロ ポ ー一

ズを 断 るJと い う場 面 設 定

の ロール プ レイ ングに よ り,

相 手 や 状 況 に応 じた話 し方

を 工 夫 す る演 習 を行 う。

lL◎y民望o興9卿

指導者 の感想*****

女 子 生 徒 の 中 に は,

「自分 はこう言 われた い」

とい う願望 を もって い る

者 もいた よ うだ。 「君 の

作 った味噌汁が飲みたい」

などとい うよ うな所帯 染

み た ことを言 う者 が いて

もよいのだが。

②次 の順序 で活動せ さる。

1)相 手 と状況 のパ ター ンを

示 す 。(生 徒 に意 見 を 出 さ

せ て もよい。)

2)生 徒 を2～3人 の グルー

プに分 け,演 習 させ る。

A借 金〈 プ ロポー ズ〉 をす る生

徒 。

B借 金〈 プ ロポー ズ〉 を断 る生

徒 。

C記 録す る生徒(Aの 生 徒 と兼

任 して もよい。)

3)ワ ー ク シー トに相 手 や 状

況 に応 じた話 し方 の注 意 点

を書 かせ,数 人 を指 名 して

発表 させ る。他者 の発 表 を

聴 いて書 き加え る こ とが あ

れば書 かせ る。

評価 の観 点☆☆ ☆☆☆

①人 に何 かを頼 んだ り,断 った りす る時 の話 し方 にっ いて,関 心 を もち授業 に積

極 的に参加 す ることができたか 。

②人 と話 をす る時 に注意す る点 を把握す ることがで きたか。

③相手 を思 いや って話す とい うことの重要性 を理解 で きたか。

第

四

時

r

学習活動

「娩 曲表現」 の意 味説 明

を受 け,自 分 の知 って いる

表現例 を ワー クシ ー トに書

き出す。

指導 上のポ イ ン ト

①② 日ごろ何 げな く耳 に して い

る ものか ら,初 めて学 ぶ もの

まで あろ うが,い ずれ に して

も,ど の よ うな場面 で 使 われ

るのかを考え させ る。
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① その中か ら特 に 「依頼 」の娩曲表現を取 り上 げる。

②次 に 「断 り」 の娩 曲表現 を取 り上 げ る。

第 ③娩 曲表 現を使 わず に言 うとどうな るかを考 え る。

四

時

評 価の観点☆☆☆☆☆

① 「依頼」 「断 り」 の娩 曲表現 に関 して いか

に使 うのか を理解 で きたか。

②娩 曲表現を使 わずに言 うと相手 にどの よ う

な印象を与え るのかを理解 で きたか。

また,な ぜ娩曲表現 を使 う

のか も考 え させ る。

③娩曲表現 を使 わず に は っき り

と言 うと,相 手 にどの よ うな

印象を与 え るかを考え させ る。

また,時 と して は っ きり言

う必要が あ ることも学 ばせる。

(具 体例 を挙 げ させ る。)

第

五

o

六

時

r

藝学習活動
w

① 前 時 ま で の ワー ク シー トを

参 考 に して,話 し言 葉 に よ

る表 現 にっ いて 総 ま とめ を

行 う。 さ らに,今 後 の生 活

に ど う生 か して い くの か を

書 く。

② これ までの学習 を通 して学

んだ こと ・考え た ことを各

自1～2分 程度で発表す る。

指導上のポ イ ン ト

① 今後 の生活 の中の どの よ うな

場 面 にお いて,話 し言 葉 が重

要にな るのか を考 えさせ,2G◎

～400字 程度 で書 かせ る。

②発 表をVTRに 録画 し,評 価

の資料 とす る。(口 頭試 問 と

して もよい。)

また,実 践 の場 と して位 置

付け,こ れ まで学 んで きた こ

とを生 か した話 し方 の工 夫 を

促す 。

評価 の観点☆☆☆☆☆

①話 し言葉 による表現 にっ いて関心 を もち,今 後 の生活 に生 か して い こうとす る
一 っの き っか け とす ることがで きたか

。

②話 し言葉 によ る表現 にっ いて学 習 して きたことを振 り返 り,考 え をま とめ られ

たか。

生 徒 の 感 想*****

◇。自分 の言 葉 遣 いを 見 つ あ直 す い い機 会 だ った
。

・令日本 語 の 難 しさ ・奥 深 さを再 認 識 させ られ た。

G。ふ だ ん 何 気 な く娩 曲 表 現 を使 って い る こ とに 気 づ い た。

・。言 葉 遣 い はTPOに 応 じて 変 え る もの だ と理 解 した 。
・・ 『百 聞 は一 見 に如 か ずfzの 意 味 が よ くわ か った 。
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6.評 価 の観 点(事 後評価)

①話 し言 葉 による表現 の重要性 に気づ き,自 らの生活を見っ め直す ことが で きたか。

② 自分 の立 場や 目的,場 に応 じた適切 な話 し方 を しよ うとす る態度を,身 に付 けたか。

③様 々な 目的 や場 に応 じて話 す ために気を付 ける点 を,具 体的 に とらえる ことがで きたか 。

④ 日本語 にお け る話 し言 葉の特質を,知 る ことがで きたか。

⑤授業 に意欲 を もって臨み,演 習 に積極的 に参加 しなが ら,自 主 的に課題 を見っ け られたか。

細 欝;lll響

:二}・れらにより・一 一 ・
7.考 察

話 し言葉 に関す る単純で容易 な演習 に次 々に取 り組 む ことで,生 活実 感を もった高校生 と し

て 自己の確立 にっなが る発見 が生 まれ るので はな いか。今回の研究で は,以 上 のよ うな仮説 の

もとに指導案 を組 み立て て きた。実際の授 業で は,同 じ演習 にお いて も個 々の生徒 によって得

る ものが様 々であ った。 また,他 の生徒 との意 見交換の中で,な ぜ感想が違 って くるのか とい

うことか ら,日 常 の 自分達 の姿 を客観 的 に眺め,自 分 らしさを大切 に して生 きて い くために,

まず 自分 を よ く知 り,自 分 な りの話 し方を身 に付 けよ うとい うことに発展す ることがで きた。

生徒 自身 の 口と耳 と 目を十分 に働かせ る授 業を試みて きたが,ほ とん どの生 徒 は大変熱心 に

取 り組 み,最 後の ビデオ撮影 まで積極 的 に参加 して いた。当初 お とな しい生 徒の参加意欲 が懸

念 されたが,グ ループ演習 が主 であ ったためか,全 く参加で きない とい う様子 は見 られなか っ

た。第1時 の演習 の評判 が良 く,生 徒 たち自身 も授業 に期待 を抱 いてい るよ うで あ った。 それ

に応 え るべ く,指 導者 の準備 に も熱が入 ったが,こ の授業 では,図 や写真,テ ープ レコー ダ ー

や ビデオ カメ ラなど,用 意 をす る ものが多様 で,授 業 の流 れを こわ さぬよ う,そ れ らの使 用 方

法 や タイ ミングに腐心 す ることとなった。 また,学 校 によ り視聴覚機器 の設 置状況等 が異 な っ

て い るため,工 夫 が必要で あった。

生徒 には,少 し言 い方を変え ただ けで伝 わ り方 が大 き く変 わ る,と 言 う者が多 か った。言 葉

の力 や それを操 る人 間 の責任 を感 じ取 れたので はな いか と思 う。 また,気 づか ぬ うちに娩 曲表

現 とい うものを使 って いた,と 言 う者 も多か った。娩 曲表現 に関 して は,他 者 を相 手 に した演

習 の後 だ ったか らか,ひ とっ の文化 として肯定 的に受 け止あ る者が多か った。 なお,帰 国子 女

等 の いるク ラスで は他 の言語 との比較 に話 が及 ぶ こととな った。

この授業全体 を通 して生徒 が獲得 で きた ことは,高 校生 ともなれ ばふだんか ら意識 せず と も

分 か って いた ことであ ろ う。 しか し,そ れ らを演 習を通 して 自 らの意識下か ら掘 り起 こ し,自

分 の言葉 で表現 す ることで,あ らためて言葉 とともに生 きて い く自分を確認 で きたので はな い

だ ろ うか 。全体 の授 業 を通 しての感想 の中に は,「 もっと言葉 を知 りた い,も っ と良 い話 し方

を学 びたい。」 とい うものが思 いの ほか多 く,具 体的 な語彙 や話 し方 のテ クニ ックの学 習 へ の

発展 の可能性 が感 じられた。一方 で,彼 ら自身 が 日常 の生 活の中 で決 して 自分 の話 し方 に 自信

を もってい るわ けで はな く,自 分 の発 す る言葉 の影響 に過敏 になった り,対 人 関係 に気 を配 り

なが ら言葉 を模 索 して い るとい う姿 が見 えて きた。 これ らの不安 を乗 り越 え させ,自 信 を もっ

て生 き抜 いて いけるよ うな力 を育 て るよう,こ れか ら も研鎖を重 ねて い きたい。
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2言 葉が もつ 「カ」 に注 目 し,言 語文化 への関心 を深め,自 己を確立す る態度 を育て る

古典指導 の工夫

1.単 元 「情報」 を題 材 に した古 典作品 に親 しみ なが ら,言 葉 の もっ力を認識す る。

2.教 材 「応長 の頃」(『徒然草』第五十段)

「呂布 と　 蝉」(『三国志演義』 よ り)

3.単 元の 目標

① 古典 の魅力 を発見 し,古 典 に親 しみなが ら生涯 を通 して学 ん でゆ く態度 を培 う。

② 現代 に通 じる古 典世界 の人問 のあ りよ うを学 び,古 典 の普 遍性 に思 いを いたす。

③ 古 文 と漢 文を併せて学 びなが ら,基 本的 な言語事項 にっ いて理解す る。

④ 言 葉が もつ 「力」 にっいて考 え,情 報化時代 の生 き方を考え る きっか けとす る。

4.単 元設定 の理 由

情報化 ・国際化 の進展 が話題 にな って久 しいが,世 界を網の 目の よ うに結 ぶ ネ ッ トワー ク=

イ ンターネ ッ トの登場 によ り,そ れ らの語 の意味す るところ も大 き く変 わ りっっ ある。 自分 が

いる 「今,こ こ」か ら,世 界 へ とアクセスが可能 な状況 にな りっっ あ る現 在,英 語 が国際 語 と

しての地位 を確立 しっつあ る一 方で,自 国の文化 は自国 の言語 で発信 す るのが よ りよい とい う

認識 もあ る。 このよ うな状況 を国語教育 とい う視点か らとらえ直す時,日 本語を用いた思考力 ・

自己表現 力を高 あ ることと,日 本語 を通 して 自国 の文化 を深 く理解 す ることが要請 されて い る

といえ よ う。 また,社 会情勢 を顧 み る時,情 報 の不足 が様 々な混乱 を生 み 出す の と同様 に,情

報過 多で何 が本 当な のか判断 のっ かない状況 が生 まれっっあ る。様 々な情報 を取捨選択 して生

きて ゆか なければ な らない現在,良 識 に もとつ く正 しい判 断を下す力 を与 え ること も,国 語 科

の指導 の申で 目指す べ き課題 とな りっつあ る。

古典 は,何 も本の 中に閉 じられた世界で はな い。そ こには,現 実 を生 きる力が内包 されて い

るはずであ る。 その力 を教室 の場 に解放す る授業を,「 古典講読」 の一 単元 と して設定 した。

と もす ると 「古 い」 もの と して敬 遠 されが ちな古典 の中 に,現 代 と変 わ らな い人間 の生 の あ り

よ うを見っ けさせ るとともに,情 報 を判断 し,発 信す る者 としての知識 ・表現力 を高 あ る授 業

を 目指 したい。

この単元 で は 「言 葉 の力=生 きもの と しての言葉 」をテーマ と して設定 した。氾濫す る情 報

を取 捨選択 して生 きて い く上 で,「 言葉 の力」を認識 させ る ことが大 切 で あ る と考 え たか らで

あ る。同時 に,何 気 な く使 ってい る言葉 が,使 い方一 っで大 きな作用 を もた らす ことを生 徒 た

ちに認識 させ,自 らの言葉 の使 い方 に責 任を もっ ようにな って ほ しい と考 えたか らであ る。
り ょ ふ ちょうせん

教材 と して は,古 文 で は 「応長の頃」(『徒然草』第五十段),漢 文 で は 「呂布 と　 蝉」(『 三

国志演義 』)を 用 いる。「応 長の頃」 は,兼 好が体験 した流言飛語事件 を具体的に述べた もので,

当時 の社 会状況 を も生 き生 きと伝え る章段 である。流言飛語 に対応 した兼 好 の姿 が浮 か び上 が

るとともに,具 体 的な描写 の分析 を通 して,流 言飛語 の構造 とい った抽象 レベルに まで考察 を

広 げ ることが可能 で あ り,生 きもの としての言葉 の実態 を理解 させ るのにふ さわ しい教材 で あ

る。 また,現 在 時制 と存続 の助動詞 を多用 した臨場感 あふれ る描 写 は,表 現 ・語彙 を指導 す る
とうたく

上 で も,豊 かな教 材性を もってい るといえ る。「呂布 と墾蝉」 は,董 卓 と呂布 とい う二 人 の 英

雄 を,巧 みな情勢 分析 と話 の誘導 によ って仲違 いさせ る話で,「 三 国 志」 の中 で は唯一 女 性 が

活躍す る部 分で もあ る。「三国志」 は コ ミックやテ レビゲームな どを通 じて生 徒 た ち にな じみ

深 い作品 で あ りなが ら,そ の もとになった 『三国志演義』 が元末 ・明初期 の作品で あ るため,
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使用 され る語 彙 が古代 の もの とは異 なって いる ことなどか ら,教 材化 されることが少なか った。

今回,ス トー リー展開 の面 白 さを伝え る ことを考慮 して,現 代語訳(立 間祥 介訳,徳 間 文庫)

を中心 に置 いた教材化 を試 み,印 象 ・理解 を深 め るために適宜原文 を配置 しなが ら言語 事項 の

指導 に も配慮 した。「応長の頃」 の学習 を受 けて,情 報操 作の様子 を具 体的 にたど らせ なが ら,

生 き もの と して の言葉 が躍動 す る姿を と らえ させ たい。 なお,こ の授業 を通 して,「 三 国志 」

全体 に対 す る興味 ・関心 を高 め,古 典 の世界 に積極的 に親 しむ姿勢 も養 いた い。

授業 の形態 と して は,導 入 時 にプ リン ト学習 を組織 して教材 の内容 を十 分 に把握 させ る。 そ

の際,通 釈 にのみ時間 を充 て るので はな く,作 品世界 に触 れさせ ることに重点 を置 く。そ の上

で,現 代 との接点を意識 させた表現 活動 との有機的 な関連 を図 る。「応 長 の 頃」 の ま とあ に あ

た る 「平成 の頃」 の短文作成 で は,流 言 飛語を追体験 させ る ことで,そ れを相 対化す る視 点 を

獲 得 させ られ ると考 える。「呂布 と　蝉」 におけ る巧 みな言葉 の用 い方 を分 析 す る指 導 で は,

自分 の 日常生 活で の言葉 の用 い方 と関連 させ る ことによって,「 言 葉 の力 」 を実 感 させ るこ と

にな るだろ う。 まとあの作文 は,古 典 に描 かれ た世界を生徒 たちの身近 な問題 と して とらえ さ

せ,「 言葉 の力」 を しっか りと認識 させ る もの としたい。

これ らの授業 を通 して,普 遍 的価値 を もつ古典 に深 い関心を もち,生 涯 を通 じて古典 に親 し

む態 度が身 に付 けば よい。 また,情 報 とそれを支え る 「言葉」 の重要性 に気 づ いた生徒 は,自

らの言 語使用 を省み ると ともに,情 報化 され た現 代 にお ける言語使用の状況 に思 いを いた し,

自 らの生 き方 を積極 的 に考 え判断 してい くよ うにな る。そ して,自 己の状況 を把握 し,見 っ め

直 すなかか ら,社 会の変化 に主体 的に対応 す る力e生 きる力 も身 に付 くと考 え る。

5.指 導 計 画(第2・3学 年 対 象 配 当 時 間9時 間)

学 習 活 動 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 留 意 点 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

一

【導入】

学校の怪談にどんなものがあるか?

最近の噂 ・デマで知 っているものがあるか?

ラ
作品への導入

噂話 ・デマの例を古典の中でみていこう

【展開1】 本文プ リン ト使用

[璽iζi=亟 璽:璽 蚕i垂亟:コ
q%L潔1正 しく音読する

2語 句の意味を理解する

3主 語を確認 し,内 容を読みとる

i〈 学習活動〉

★プ リントの空欄(重 要語 ・主語)を 埋ある

★あらす じをっかむ

1灘 欝 難灘纐難 灘 嚢i灘鑛 驚1

・適 当な例 が出 ないときは こち らか ら示す。

・人権 に配慮 す る。

・噂 の広 ま るポイ ン トにっ いて考 え る よ うに

促 す。

・本文プ リン ト(原 文と現代語訳)を 使 用す

る

〔:瓢灘 幽 礁轟
一【評価の観点】

① 地名等,特 殊な読みに注意 し正 しく音読 で

きたか。

② 主語を確認 し,内 容がっかめたか。
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【展開2】 第一段落プ リン ト使用

[璽 璽i璽塁ヨ…i:蓬璽 互:コ
誘㍉解1指 名により音読する

2

3

時間 ・場所を表す語句を見っけ

る

噂の広がり方を読みとる

・〈 学習活動〉

★プ リントの設問 に答える

・第一段落のあらす じをっかむ

・噂の広まるポイ ントを考える

灘灘難講慧雛灘灘鎌
・現代の噂を例にあげ,共 通点を示す のもよ
い。

・時間や場所が具体的 ・責任のなさ

。いかにもありそうな話題

・不安感をあおり,か っ適度な安心感 を与 え

る
・遠 く(疎)か ら近 く(親)へ など

◆語彙指導:助 動詞 「たり」(存 続 の用法)
一【評価の観点】

①第一段落の内容が確認できたか。

②身近な問題 として設問を考えることがで き
たか。

③噂の広まるポイ ントが理解できたか。

【展開3】 第二,三 段落プ リント使用

[璽 亜亟 璽蓬璽i撰互コ
w^c解

灌
1

9
白

り
0

指名 により音読させ る

主語を確認する
一般の入々と作者の違 いを読み

とる ◎

一 く 学習活動〉

★プ リントの設問に答える

・人々と作者の行動,態 度の違いをっかむ

・作者の行動にっいて,意 見をまとめる

灘懸難灘欝畿覇翻
◆語彙指導:助 動詞 「き」 と 「けり」

(自分が体験 した過去,体 験 してい

ない過去)

・作者 について、時代 ・身分 ・立場等を簡単

に説明 し,本 文の理解を促す。

・一【評価の観点】

①作者 と人々の,行 動 ・態度の違いを正 しく

とらえることができたか。

②作者の行動 ・態度を理解 し,批 評できたか。

【ま とめ】短文作成 プ リン ト使用 ・グループ作業

[璽 選璽互蚕藪璽玉量塵コ
確縮 謬 ポイ ントを押 さえた言葉の使い方に

より,多 くの人 に共通のイメー ジを

想起 させ られることを確認す る

一〈学習活動〉

★ 「応長の頃」の形式を使 って 「平成 の頃」

を グループで創作する

★できた作晶を発表 し,評 価 しあう

○次回は,同 じ言葉の力でも情報操作 という面

について,漢 文で学ぶ ことを伝える。

・創作 にあたって ,

・噂の広 まるポイ ン トを押 さえ させ る。

・自分 たちの取 る態 度を明 らか にさせ る。

・人権 に配慮す るよう伝 え る。

・学習 したことが生かされているかという点

に気をっけながら,発 表を聞かせる。

一【評価の観点】

① グループ作業に全員が参加 しているか。

②噂の広まるポイン トなど,今 までの学習 が

生かされているか。

③グループの創意工夫があるか。

一12一



生
徒
の
作
品
例

「
平
成

の
頃

、

事
件

(関
東
地
方

に
巨
大
な
断
層
が
発
見
さ
れ
た
)
と

い
う
こ
と
あ
り
て
、
そ
の
頃
、

日
数

(
二
週
間
)

ば
か
り
、
日
ご
と
に
、

場
所

(
関
東
地
方
)

の
人
、

行
動

(
食
料
と
防
災
用
品
を
買

い
に
)

と
て
出
て
惑
ふ
。

「
昨
日
は

(北
海
道
や
神
戸
で
地
震
が
起
こ

っ
た
)
。
」

「
今
臼
は

(国
会
で
会
議
が
行
わ
れ
た
)
。
」

「
た
だ
今
は

(あ
ら
ゆ
る
店
か
ら
食
品
と
防
災
用
品
が

売
れ
て
い
る
)
。
」

な
ど
と
言
ひ
合

へ
り
。
ま
さ
し
く
見
た
り
と
言
ふ
人
も

な
く
、
そ
ら
ご
と
と
言
ふ
人
も
な
し
。
上
下
、
た
だ

事
件

(断
層
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
地
震

の
こ
と
)

の
み
言
ひ
や
ま
ず
。

生

徒

の
感

想

例

(
兼

好

に
対

し

て

)

○
兼
好
は
、
他
の
人
よ
り
は
ず
い
ぶ
ん
冷
静
だ
と
思

っ

た
。

○
初
め
、
半
信
半
疑

の
時
に
、
人
を
使

っ
て
調
べ
る
の

は
頭
が
い
い
と
思

っ
た
。

○
人

々
の
様
子
に
影
響
さ
れ
て
、

一
度
は
信
じ
た

っ
て

い
う
気
持
ち
は
け

っ
こ
う
分
か
る
。

○
誰
も
鬼
に
会

っ
た
人
が
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
ウ
ソ

だ
と
決
め

つ
け
て
し
ま
う
作
者
は
、

つ
ま
ら
な
い
人

だ
と
思

っ
た
。
人
ご
と
の
よ
う
に
見
て
な
い
で
、
自

分
も
探
す
方
に
つ
い
た
ら
も

っ
と
楽
し
い
の
に
。

【導入】

「三 国志」 を知 ってい るか?
り ょ ふ ちょうせん

L萱 塑 蝉」の話を知・ているか?

i

「三国志」の概略とこの話までの経緯を説明する

作品への導入

「呂布と　蝉」は、権力者を引きずり降ろすため

情報操作が行われた話である。ここでは操作の時

の言葉の使い方に注意しながら読んでいこう

【展 開1】 プ リン ト① 一1

おういん

王允による操作

[璽:!藝i璽 蚤互i互:ii巫註亜:コ
NL解1「 連環の計」の箇所を漢文で読む

とうたく

2董 卓と呂布の性格表現を見っける

3「 連環の計」にっいて読みとる

・知 って いる人物 やス トー リーを あげ させ る

など して,概 略説 明に入 りやす くす る。 た

だ し,深 入 りはしな い。

・プ リン トで,こ れ まで の話 を説 明 し、 「三

国志」 の どのあた りの話 なのかを説明す る。

。登場 人物 の呼 び名にっ いて確認 す る。

・一 〈学習活動〉

横山光輝 「三国志jよ り

董卓 呂布

◆句法指導 二「令」(使 役形)

「若何」(疑 問形)
い 【評価の観点】

①歴史的背景を理解できたか。

②人物の関係を理解できたか。

〈
板
書
例
〉

★登場人物の人物関係図を書 く

★誰を倒すのか?
1★ 董卓の強みは何か?

'★ 呂布 と董卓
の性格 は?一
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【展 開2】 プ リン ト① 一2～4王 允 によ る操作

[垂 韮亟 彊丞互亟 蚤ヨ
話 解1「 連環の計」が実行され る過程を

追 う

2王 允の言 いわけを読みとる

く学習活動〉

★　蝉が董卓の所に行 ったことを,初 あ呂布

はどうとらえたか?

★王允の説明を,呂 布はどうとらえたか?

【展開3】 プ リン ト②～④ 　蝉による操作

L__._璽 埜讐 竺 三墾二L2蟄 コ

「國'一 冒一'一.一.一'一'一'一'一'一'一'一'一 「

i孝響 箏贋=董 卓の もとに送 られた　蝉 は,呂i

訪 潔1　 蝉の しぐさが表れている所を

見つける

〈 学習活動〉

★　蝉の 「泣 くふ り」「媚を送 る」「涙」 は,

それぞれ何を意図 した動作か?

1瓢後潔》 、 ぐ.1竃 韓 銀、㌦ "葦
・

・董卓は悪者,自 分 は弱 い者 というイメー ジ

を相手に植え付けているところに注意 させ

る。
・王允の 「董卓は,呂 布に　蝉をやると言 っ

て連れて帰 ったのだ。」 という言葉 の効果

に注意させる。

・しぐさが中心の場面であることに注意させる。
・しぐさによって後の言葉が生 きて くること

に注意 させる。
一【評価の観点】

①連環の計が実行される過程が理解できたか。

②王允のうその効果が理解できたか。

③　蝉の しぐさに込あ られた意図を理解で き

たか。

【展 開4】 プ リン ト⑤ 　蝉による操作

[璽 亜i璽羅亘…三塁i亜羽
訪 ノ解1呂 布、董卓の呼び方を確認す る

2　 蝉の行動を読みとる

〈 学習活動〉

★　蝉の行動を順を追 って抜き出 してみよう

★　蝉のそれぞれの行動のね らいは何か?

【展 開5】 プ リン ト⑥ 一1～3　 蝉 による操作

「'一'一'一'一'一'一'一'一'}'一 ●一'一'「

1学 習覇:董 卓の追求をどうかわしたか1

L.一.一.一.一.一._.一.一._.一.一.一.J

訪 葬1呂 布,董 卓の呼び方を確認する

2　 蝉の言いわけを読みとる

〈 学習活動〉

★鳳儀亭で呂布と　蝉 とが抱 き合 っていたこ

とにっいて,初 あ董卓はどう思 ったか?

★それについて,　 蝉はどう説明したか?

②
董

卓

み

会
話

董
卓
…
「貴

人

〔呂
布

-
.家

妖

へ
「下
郎

呼
ぴ
方
皇

久

①
呂
暫

の
会
詰

萱
学

」

お
い
ぼ
れ

「呂
布

」

災

雄
」

・王允の言い訳 との対応 に注意させ る。

・漢文がどのように現代語訳されているか,

注意させ る。

◆句法指導:「 寧」(選 択形)
一【評価の観点】

①人物の呼び方と,そ の効果が理解できたか。

②　蝉の策略が読みとれたか。
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【展 開6】 プ リン ト⑦ 王允による操作

「藩 昼添最雇葬羅}罷閥
L._._._1埜 竺轡 竺i毛竺璽 二 煙L」

諾 潔1王 允が呂布を操作す る箇所を漢

文で読む

2呂 布の怒 りを董卓 に向ける過程

を読みとる

3実 行に踏み切 らせるための言葉

を確認す る

一〈学習活動〉

★王允 は董卓のどういう行動を非難 し,呂 布

をたきっけているか?

★王允 は父子の間柄を気にす る呂布をどう説

得 したか?

★ 呂布に決意 させた王允の言葉は何か?

《 復 蓼 》'一',籍'、 凝1無 §'・ 、

鯉矯 霧黎勢 鱒幣 葺羅や
◆句法指導:「 非」「与」「耳」の用法

・呂布の自尊心をくす ぐり,た きっけてゆき,
しまいには,大 義を与えて董卓殺害 の実行

に踏み出させ る過程を追 う。

【ま とめ】

[璽i互 養薫至i三丞三曇蓋羅=:コ
〈学習活動〉

1:全 体でのまとめ

★王允 と　蝉 による操作を振 り返 ってみよう
・情報操作のポイ ントは何か?

2:個 人でのまとめ

★感想を書いてみよう
・印象に残 った人物を挙げて書 こう

・各場面の中で言葉の力が生かされていると

思 う場面を一っあげ,授 業をふまえて感想

を書 こう

○単元全体の感想をまとめる。

鋤 繊 雛 畿1獄 鐙・1
・生徒の発言を中心たまとめてい く0

醗癬 糠
1°z.誉 潔 歪

L塗 筏 剃 乏
り じゅ

・余裕があれば李儒について も注意を促す
。

一【評価の観点】

①全体を振 り返 ることができたか。

② 「言葉の力」に気づいたか。

③ 「三国志」に対する関心を深められたか。

○
王
允
に

つ
い
て

・
昔
は
国

の
た
め
に
こ
こ
ま

で
し
た
の

だ
と
思
う
と
怖

い
。

・
自
分
が
娘
の
よ
う
に
育
て
た
子
を
董

卓
に
や

っ
て
ま
で
、
董
卓
を

つ
ぶ
す
必

要
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

○
豹
蝉
に
つ
い
て

・
最
後

に
呂
布
に
董
卓
を
殺
さ
せ
る
演

技
が
す
ご
い
。

・
性
格
が
悪
い
。
呂
布
と
董
卓
が
か
わ

い
そ
う
。

・
一
つ
の
計
に
使
わ
れ
て
死
ん
で
い
く

姿
は
、
女
性
と
し
て
悲
し
い
と
思
う
。

○
呂
布
に
つ
い
て

・
董
卓
に
息
子
と
し
て
引
き
取

っ
て
も

ら
う
時
点
で
最
初
の
義
父
を
裏
切

っ
て

い
る
の
に
、
ま
た
女

一
人

の
た
め
に
董

卓
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
姿
に
、

せ

っ
か
く
の
力
を
忠
誠
心
が
な
い
た
め

に
生
か
せ
な
い
つ
ら
さ
を
感
じ
る
。

○

「言
葉

の
使

い
方
」

に
つ
い
て

・
呂
布
に
完
壁
に
董
卓
を
悪
人
と
思
い

こ
ま
せ
て
い
る
王
允
の
話
術
は
す
ご
い
。

・
命
を
か
け
て
ウ
ソ
を

つ
く
な
ん
て
、

人
間
は
恐
ろ
し
い
こ
と
が
で
き
る
と
思

っ

た
。
言
葉
と
、
そ
れ
を
信
じ
る
こ
と
は

恐
ろ
し
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
と

思

っ
た
。

・
鳳
儀
亭

で
の
言
い
逃
れ
が
う
ま
い
。

男
が
守

っ
て
や
り
た
く
な
る
よ
う
な
セ

リ
フ
を
使

っ
て
い
る
。

・
お
だ
て
た
り
、
け
な
し
た
り
、
泣
く

ふ
り
を
し
た
り
、
そ
の
言
葉

の
選
び
方

や
使
い
方
が
上
手
だ
と
思
う
。

生
徒
の
感
想
例

(抜
粋
)
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6.評 価 の観点(事 後評 価)

①古典作 品を身近 な テーマで読む ことによ り,親 しむ ことができたか。

②古文 と漢文を統一 テ ーマで連続 して学習す る ことで,日 本 と中国 の文学 にお ける人 間像 の

普遍性 にっ いて考察 で きたか。

③ プ リン ト学 習 や グループでの短 文作成 ・まとめの感想文作成 に積極的 に参加 し,自 分 の 考

えを主体 的 に深 め ることがで きたか。

④次 のよ うな言葉 の もつ 「力」 にっ いて再認識 し,「 言葉 を使 って いか に生 き るか」 とい う

ことを考 え る契機 とす ることがで きたか。

・言葉 によ って個人 の心 を動 か し,行 動 させ ることがで きる。

・言葉 によ って多 くの人 々に共通 イ メージを与え,群 集を動かす ことがで きる。

・状況 ・立場 ・相手 の性格 によ る使 い分 け など,巧 みな使 い方 によ り,言 葉 が生 きた もの

にな る。

7.考 察

古典 の授業 とい うと,ど うして も本 の中だけに閉 じられた世界 を扱 うことにな りがちである。

しか し,「 今」 に通 じる ものがあ るか らこそ,古 典 は読 み継がれて きたの で あ る。生 徒 たち が

古典 の世 界 に親 しみ,そ れを 自分 の問題 として とらえ るために は,「 今」 に通 じる魅力あるテー

マが必 要で あろ う。今回 は 「情報」 とい うテーマを設定 し,教 材 を選択 した。

古文教 材 「応長 の頃」で は,作 者 の態度 について さまざまな意 見が出た。例 えば 「冷静 な判

断力 があ る」「なぜ 自分 自身 で行 かな いのか」 などで ある。 お もしろか った の は 「疑 って い て

も,み んな と一緒 に走 った方が楽 しいのに」 とい うもので,こ れ らの意 見を もとに,自 分 た ち

の噂 に対 す るさまざまな態度,例 え ば,直 接関係 がない ことに対 して は,安 易 に噂 を再 生産 し

が ちであ ること,な どに気 づかせ る ことがで きた。「平成 の頃」 とい う短 文 作成 は,グ ルー プ

で相談 しなが ら行 わせ たが,真 実味を いか に出すか,細 か いア ドバイスをす る必要 があ った。

また,時 間的制約 もあ り,と びぬ けてユ ニークな発想 はなかなか出て こなか った。前 もって新

聞 ・ニ ュースな どに注 目 させて準 備を させ るなど,き めの細 かい事前指導 が必要 であ った。

漢文教材 『三 国志演義』 は,ま とまった量 を読 ませ るため,主 要部分以 外 は現代語訳 で行 っ

た。「三 国志 」 は,コ ミックや ゲーム ソフ トで知 ってい る者 も多 く,ふ だ ん古 典 に消 極 的 な男

子生 徒 も熱心 に取 り組ん だ。登場 人物 に感情移入す ることで,作 品 に親 しむ ことが で きた よ う

であ る。授業 は,内 容理解 と同時に,状 況 に応 じて次 々と繰 り出され る巧 み な言葉 を指 摘 させ

ることで進 あた。同 じよ うな身近 な例 を紹 介す ると認識 も深 ま り,作 品 内の言葉 を 「自分 の使

う言 葉」 と して と らえ られたよ うであ る。なお,現 代文教材 として も中国翻 訳文学 はあま り採

られてお らず,ビ デオ教材 の活用,「 三国志」 を題材 とした小説 の紹 介 な どを通 して,さ らに

発展 させ る ことが可 能 な教材 だ と思 われ る。

今 回の授業 で は,言 葉を使 うこと(発 す ること ・受 け取 る こと)の 背景 に は,的 確 な情 報 ・

状況分析 が必要 であ ることを も理解 させたか ったが,理 屈 と しては分か って も,こ れか ら多 く

の作 品の中 でそれを体験す る段階 を経 な ければ,真 の理 解 とはな らないだ ろ う。一層 の授 業 工

夫 の必要性 を痛感 して いる。
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3現 代 小説を読 み,自 己を確立する態度を育て る現代文指導の工夫

1.単 元 現代小説 を読 み,人 生の転機 につ いて考え る。

2.教 材 山田詠美 『晩年 の子 供』

3.単 元 の 目標

①様 々な意見 と向 き合 うことによ り,自 己を見っ め直す。

②主人公 が死 を意識 す ることを契機 と して,成 長 して い く過程 をた ど り,自 己

の人生へ の認識 を深 め る。

4.単 元設定 の理 由

高度化 す る情 報化社会 や急速 に進展 す る国際化社 会の中で,的 確 に情 報を収集 し,正 確 に判

断 ・処理 した うえ で,自 己の考 えや立場 を明確 に し,他 者 との相 互理解 を深 めてい くことが,

現代 におけ る課 題 の一っ であ ると考 え られ る。 この ような状 況 に対応 す るために論理 的な思 考

力や創造力 な どの育成 を通 じて,主 体 的に判 断 し行動 で きる力を培 うことが要求 されて いる。

その ために は,ま ず,自 分 自身 を見 っめ直 し,よ り深 く認識 す ることが必要 にな る。

現在 の高校生 を見 る と,友 達 同士 の会話 の活発 さな どにお いて,表 面 的 には社交 的,ま た積

極 的で あ る。 しか し,自 らの意見 を述 べ,相 手の意見 を聞 くよ うな状況 で は,感 覚 的な傾 向 が

強 く,文 章 に表 現す る場合 や他者 との討論 とな る場合 において は,そ れ 自体へ の積極性 の乏 し

さ もさる ことなが ら,筋 道 を立 てて思考 し,明 確 かつ簡潔 に表現 しよ うとす る意識 が希 薄 で あ

ることが多 い。それ は,自 分 の考 えが他者 に どの ように認識 され るか とい うことに対 す る意 識

の乏 しさ と,自 分 の考えが他者 に とって十分理解 で きるよ うな内容 であ るのか とい う問 い掛 け

の欠如 が要因 にな って いると考 え られる。 そ してそれは,自 分 自身 を相対 化 して客観 的に と ら

え る視 点 の欠如 であ ると言え よ う。

この よ うな現状 をふ まえ,教 材 を選定す るに当た っては,ま ず生徒 が興 味を もって取 り組 め

る ことを考慮 し,生 徒 が共感 しやす い現代 を舞 台 とす る作品を候補 とした。また,様 々な興味 ・

関心 を引 き出 し,そ れ に応 じた論理展開 を行 うためには,読 者による様々な読解 の可能性を もっ

た,多 様 な意味作 用を生成 す る言語 によ る小説材料 が適 当であ ると考 えた。 さ らにその中で,

あ る程度 人物像 が しっか りと して いて,思 考 と行動 の関係性 をっかみやす い ことを考慮 し,い

くっ かの候 補 の中で,山 田詠 美の 『晩年 の子供』 を選択 した。 この小説 を選ん だのは,十 歳 の

少女 があ りふれ た 日常生活 の中で,ふ と した事件 によ って 自 らの死 を確信 し,そ れ を見 っ め る

とい う体験 を通 じて 自己にまな ざ しを向 け,自 分の ものの見方 や とらえ方 を よ り深 い ものへ と

変 えて い くとい う内容,及 び作者 であ る山田詠美が比較的若 い世代 の作家 であ り,生 徒 の年齢

に も近 い こと,そ の著作 も身近 な 日常生 活 にふれ る ものが多 い ことなどを考慮 したものである。

一 人 の少女 が 自己を見っ めて意識 を深 あて い く構造を論 理的 な思考で分析 して い くことで
,小

説 に描か れた人生 を深 く理解 し,生 徒 自身 が 自 らを見 っめ直す ことが可能 にな ると考え る。

以上 のよ うな認識 と教材 によ り,「 現 代小説を読み,自 己を確 立す る態 度 を育 て る現 代 文指

導」 の試み として,こ こで は 「現代小説 を読 み,人 生 の転機 にっ いて考え る」 とい う単元 の 中

で,上 記 の 目標 を設定 した。小説 に描か れた人生 に喚起 され る興 味 ・関心が 自分 自身の もの の

見方 や考 え方 の基盤 の一 っで ある ことに気 づかせ,他 の生徒 の言葉 と出会 い,そ れ と向 き合 う

ことで,物 事 を筋道 たてて考えて表現す る能力 が養 われる と考 えたか らであ る。
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そのため,一 斉授業 や班別 によ る授 業形 態で はな く,小 グループへの指導 を軸 とす る授業 計

画を立案 した。具体的 には,そ の時点 にお いて共通 す る課題 を もっ小 グループに対 して,指 導

者 が生徒 の感想 に基 づ いた,そ してよ り深 い読解 にっなが るような課題 を次 々に与 え,生 徒 が

それ に答 え るなかで 自分 の思考 を論理 的な もの と して い くという形 態 になる。 しか し,こ の場

合,生 徒 があ る程度 主体的 に教材 に取 り組 む姿勢 と,小 説 を読解 す る基礎 能力 が必要 とな るた

め,現 状 を考慮 して基礎 ・応用 の二形態 を設定 して授業 を試 みた。

〈 基礎編〉

生 徒 に主体的 に小説 の あ らす じや心理描写 などを読 み とって い く姿勢 が確立 されてお らず,

また,あ らす じや登場人物 の関係 ・心理 などの読解す ることに生徒 が不得手 な場 合を想 定 す

る。指導者 があ らか じめプ リン トによ って提示 した課題 の中か ら,自 らの興味 ・関心 に応 じ

て 自分 の志向す る課 題を選択 し,そ れを解決す る中で,他 の生徒 や指導者 と対話 しなが ら思

考 を深 あて い く形態 と した。

〈応 用編〉

生 徒が主体的 に小説 の読 解を行 う姿勢 を もち,基 礎的 な読解能力 があ る場合 を想定 す る。

各 自の興味 ・関心 に応 じて個別 に与 え られた課題 を,他 の生徒 と意見 を交換 しなが ら解決 し,

また,新 たな課題 を見っ け,さ らにそれを解決 してい くことで,自 らの論 理的 な思考 を深 め

てい く形 態 とした。

この よ うな二形態 と したの は,生 徒 の授業 の主体的参加 と集 中度 ・読解 能力 が低 い場 合,

指導者 が,ど の よ うな方法 を考 えれ ばよいか とい うことを明確 に した上 で,一 っ ずっ到 達 し

た目標 を確認 して授業 を進 めて い く形態がふ さわ しい と考 えたか らであ る。

国語 の授業 の形式 は内容 の差 こそあれ,従 来,小 ・中 ・高 と,基 本 的な学習 の形態 が固 定

化 されて いるのではな いだ ろ うか。 あ らす じに沿 って心理描写 ・情景描写 を理解 して い く授

業,そ れ は もちろん大切 な学 習方法だ と言え る。 しか し,今 回 はあ らす じに沿 って読解 す る

ので はな く,問 題点 を提起 し,そ れを解決す る方法 を中心 とし,そ の過程 で他者 の様 々 な意

見(主 人公 の考 え も含 む)と 向 き合 わせ ることによ り,自 己を見 っめ直 させ,そ こか ら自 己

確立 の態度(生 きる力)を 育て る授業実践 を計画 した。それ は,一 入一 人が主体 的に課 題 に

向 き合 う姿勢 を育 む もので あ り,ま た,自 分 自身 で他 の生徒 の意見 を聞 き,論 理的に思考 し,

表 現す る力 の育成 へ とっ なが って い くもので もあ る。 この ことを通 じて,自 ら問題 を見つけ,

解決 して い くことが,生 徒一人一人 のく 自己〉 を確 かな ものにす ると考 えて い る。
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5.指 導計画(第1,2学 年対象 配 当時間9時 間)
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【第i次 導入】(1・2・3時)
凡 例

1教材に対する興味 ・関心を導き出す。 学習事項

①教材全文を通読する。 作者を紹介し,プ リントを使用する。 学習活動

材 ・方法②初読の感想をまとめ
る。20分400字 詰め原稿用紙1枚 程度。 ○留意点

評価の
③自分が興味を持った箇所を発表する。

数人を指名ナる。 ○発表者以外の生徒には,自 分のものとの共通点 相違点を考えさせる。

○授業終了後に,生 徒が多 く興味をもった部分を整理する。

L`想を もとに して,自 の ・ 心を とらえ ることがで きたか。

2教 材の あ らす じと内容を理解す る。

①死を確信 した主人公の心理を理解する。

②r今 まで見 えなか った ものが見え るよ うにな った」体験 にっ いて まとめる。

④ 発問 「自分だ った らどラす るか。」

してか らの主 公 の心 や ものの の…

主人 公と自分を比較 して考 えることがで きたか。

【第2次 展開】(4・5・6時)

○ 日常的 な例を あげ,自 分 自身 にもあるか,考 え させ る。

○ どの ような状況で 「見え る」 ようにな るか,考 え させ る。

○主人公 と同 じか,異 な るか,立 場を決 めてまとめ させ る。

で きた ㌔

1教 材 につ いての理解を深め る。

①主人公 の考えに対 して,自 分 はどう考え るか 、発表す る。

② プ リント②(思 い こみに よる勘違 いにっ いて)

プ リント③(主 人公が一人で悩んで しまうことの不思議)

の うち,興 味 を もっ ものを選択す る。
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前時にまとめたものを発表させる。

○自分のものとの共通点 ・相違点を確認させる。

教室 内を 自由に移動 させ,グ ループで作業す る。

その時点 での課題を同 じくす る者同士の小 グループを作 る。

発問 や指 示は,教 室を巡視 しなが らグループや個 別の生徒 に対 して行 う。

○巡視 しながら生徒の論理の問題点や欠点を指摘 し,そ れらを解決する

には何を考えればよいか,助 言する。

他 の生徒 と話 し合 うことがで きたか。
・相手 の意見 を整理 して分析で きたか

。
・自分の意 見を整理 して説明す ることがで きたか

。
・それ によ って 自分の考えを深め ることが できたか

。

他の生徒 と意見を交換 し,話 し合 う。
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プ リン ト② と③ の課題 にっ いて,理 解 を深 める。1

①それ ぞれの課題 にっ いて,ど の ように考 えたか、発 表する。 ○数人に発表させ,生 徒に自分の考えとの共通点,相 違点を考えさせる。 臼

② プ リント② と③ の課題にっ いて,ま とめる。

プ リン ト②につ いて プ リン ト③ について

ア.「 私が死 んだ らど うする」 とい う問いに対 す る ア。 主人公の どの ような点 が 普通 の子 供 と違 って い'

家族の反応 にっ いて まとめる。 → るか、考え る。 .
イ.主 人公が誰 にも相談せず.一 人 で悩 んで しまっ イ.主 人公が鵜呑みに した情報源 の特性 を認識す る。

た原因につ いて・ 自分の考 えをまとめる。 ○主人公の心理の推移 について理 解 させ る
。 ・

周囲の人々 と私 の関係 が理解で きたか。'

主 人公の質問 に対す る家族の反応が理解で きたか。

気に対 して の主人公 の心理の変化が理解で きたか。'

③主入公が教室 の中で どのよ うな存在で あったかをまとめる。 主人 公がどのよ うな形でい じめを おこな っていたか。

④ 死 を意識 してか らの主人公 の心理 の推移をま とめ る。

○主人公の心理 や物 の見方が大 きく変わ って いったことにっいて,そ の契機 と変化 の内容,理 由にっいて,自 分の考 えをま とめ させ る。・

死 を意≡ してか らの主人公 の心理や ものの見 の変イ につ いて理解 できたか。'

3死 を静 かに受 け入れ る悟 りの過程を考え る。

1プ リン ト④の課題 をまとめ る。

ア.似 た体験(石 のよ うな物に愛着を感 じる)に つ いて まとめる。

イ.主 人公 が石に愛着を感 じたの はなぜか。 自分 の考えを まとめる。

ウ.死 に対 する主 人公の考え方が どの ように変化 していったか まとめる。.

工 主人公 が初めてチ ロに噛 まれ たことを家族(母 親)に 告 白す る気 にな うた心境 の変 化にっいて考 えをまとめ る。

○ これまで と現在 とで どの ように変わ ったか。

に ・す る 人公のx、 ちの変 ヒが きちん と理 で きたか。

【第3次 ま とめ】(7・8時)

1自 分 の論 とその過程 にっ いて,自 己評価す る。

自己評価表に記入する。

習課 程 とその 口果 にっいて,正 しく理

2教 材 とのかかわ りの中か ら,現 在 の自分のあ り方 について考え,感 想を まとめる。

また,契 機 とな った もの は何か に注意 させ る。

麟

'㌔ 、'

謹 聾髪「
①感想文 にま とめ る。 ○ 自分 自身に も,今 まで と違 う視点で ものを見 ることがで きるよ うにな った ことが ないか,考 えさせ る。

B5レ ポー ト用紙1枚 程度に まとめ る。

身 を論理 ・に考え ることがで きたか。

"

蟄

一
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教材に対する興味 ・関心を導き出す。

①教材全文を通読する。 作者 を紹 介 し,プ リン トを使用す る。

凡 例

学習事項

②初読の感想をまとめる 20分,400字 詰め原稿用紙1枚 程度

③自分が興味を持った箇所を発表する。

心想 を もとに して,自 の

数人を指名する。 ○発表者以外の生徒には,自 分のものとの共通点,相 違点を考えさせる。

○授業終了後に,生 徒が多く興味を持った部分を整理する。

・ 心を と らえることができたか
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【第2次 発展】(2・3・4時)

11学 習の 目標 ・展開を理解 させ る。1

○他者に自分の意見を伝える状況などを想像させる。H① 髄 を立てて考えたり,表 現することの意義鯉 解する。1

ヨ ②学習の形態について説明する.1

→ 個人の感想に対して、授業者が課題を提示 し、他の生徒と意見を交換 しながら、一人ひとりが課題を解決していくという形態。

○ 〈感想に対 しての課題→解答→それについての新たな課題→解答〉という流れを理解させる。
匿 1

憾 欝・
12教 材の概要 を把握 し,読 解を深め る。1

ヨ ①興味 を持 ・た部 分に対 して与え られ る質問 につ いて考え,解 答を ・一クシー ト・・記入す る.1

〉発問例 ・なぜ,自 分 の死を確信 したのか。 ○ ワー クシー トはB4の 白紙z .
・なぜ,本 当に死ぬかど うか,家 族に聞か なか ったのか。 れ る質問,そ れ に対す る解答 な ど,

・主人公 は自分の周囲の人 とどの ように接 して いるか。 たことを記入す る。 また,氏 名 等を 記 入す る以

外 は書式 は自由。

難,蟹 繊
....._.

これから与え ら

自分が考え

一幽醐 に晦 鹸 ξ憲髄 簸 繍欝擬鶏麺欝姦鱗 麟 翼繍 聯 鋼ぜ轡 才蟹驚叢1

魎 そ囎 勲 撚 耀灘 鵜欝魏織霧繍 撚灘繕熱燃 繊欝灘 犠 猟1難霧灘鐡懸雛灘 獺

頻繊 灘礎灘 纏雛囎繍聯灘鶴羅繍 繍羅 購 購麟麹繊撫 麟i灘 蓼

擁麟 ま麟 総 灘麟i繕嬬灘購i鵜 翻繊籔1蒙魏懸灘 轍 徳灘縣織難難藩萎璽

糎 麟1麟麟 雛轍灘 雛轍毅購 灘灘 姦綴猟灘禦繊i麟鱒購翌

↓

難1雛 鞭 購1論 対_蟷 叢』撫 鰹墾
○巡視 しなが ら生徒の論理の問題点や欠点を指摘 し,そ れらを解決するため

には何を考えればよいか,助 言する。

驚 諮
町

掌 翫 。二∴ ドマ
轡 撚、

汐 聴 泌他・生徒・・舌・合・・とがで・臨1② 爲 ㊥
・相手 の意 見を整理 して分析 できたか。
・自分 の意 見を整理 して説明す ることができたか

。
また,そ れによ って 自分の考 えを深 ある ことがで きたか。

【第3次 まとめ】(5・6・7時)

11自 分の論 とその過程にっ いて,自 己評価す る。1

H① 自分がどのようなことを考えたか発表する。1>

一1② 自分の ワークシー トを見なが ら
,自 己評価表 に記入す る。1>

趣
三
満

.

駄
.

"v

曳
評紳郵

自 の子習 程 とその 。果 について、正 しく分 で きたか

数 人を指名 して,発 表 させ る。

発表 した生徒のものと比較 しながら記入する。

2教 材のかかわ りの中か ら現在 の自分のあ り方につ いて考え る。

①感想 をま とめ る。

死 を意 識す ることによって,自 己を見っ めて変化 してい った主人公の思考や心理にっ いて,今 の 自分 はどのよ うに考え るか。

②自分の今までのあり方を振り返って自分の人物論を,原 稿用紙にまとめる。

自

400字 詰め原稿用紙2枚 程度

○自分を客観的 に見た場合,ど のような人物 といえるかを中心 にさせ る。

身を論理 ・に考え ることがで きたか。

臨
一

鵬懸

驚

ド

5
、

w

._._._._._._,_._._._._._._._,_._,_ ._._._._._._._._._._,_.」
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◎興 味 ・関心 をもとに した対話の例

「
画

A

B

C

」

指導者 と生徒 の対話 の流れ 凡例
=[麺 ← 指導者の課題・指示

1思 いこみ と勘違 いに興 味を持 った。1〈一 一一一一一一 なぜ 自分が病気 で死 ぬと確信 して しま ったのか?

1まだ十歳の子供 だったか ら。1← 一一一一一一一一一 子供 だとなぜ確信す るのか?

テ レビの情報を鵜呑み に して しま ったか ら。

そ うい う性格だか ら。

子供だとなぜ,情 報を鵜呑みにするのか?

主人公はどのような性格か?

その性格 と勘違 い したことにはどのよ うな関係 があるだろ「自意識が強 い」 とか大 人びた考え方 など
。 〈←一一一 うか

。

1死・意識・た主人畑 理・興味・持・た・1一 欝 の考えや気持ちは副 渤 中でどのように変化し

1家族 の愛 情を感 じるよ うにな った。1〈一一 他 には?

1周 りの子 供を い じめて いた ことに気づい た。[← 一一 この二っ のことに共通す る ものは?

1周囲に気を配 るようにな って,自 分がわか った。1← なt}`,そ のように考 えるよ うにな ったのか?

【死 を意識 したか ら。i死 を意識す れば みんなこのよ うに考えるだろ うか?

なぜ,主 人 公は死 を意識 することによ って、自分を客観的一 に見 るよ うになったのか?

1主人公の性格が関係 している。1〈一 主人公の性格について考えてみよう。

主人公の性格や対人関係 に興味を持 った。 主人公 は周囲 の人 と,ど のよ うに接 していたか?

1孤独だ った。1〈一 一一 一一一 一一一一一一一一一 どんなと ころか らそれがわかるか?

【チ ロに共感 を持 った りす るところ。k-一 一一一一一 チロと主 人公の関係はどのよ うな ものか?

チ ロに噛 まれたことを裏切 りと思 ったが,怒 っ 裏切 られたと思
った主人公は、その後どのように考えたか?た りは しなか

った。

共感 を否定 され,死 ぬ ことになって しま っ たの なぜ,共 感を否定され ることが振 り返 ってみ ることにっ な

で,自 分 を振 り返 ってみた。 が るのか?

裏切 られて,今 までの共感 はなんだ ったのだ ろ 振 り返 ることによ
って,主 人公 は変わ うたか?うと振 り返

ってみた。

爾 ・優・・な・た・1-一 一 蹴 奪ユ雛 囎 囲に優しくなることはどのように

∩颪 関

霧 癬 野 対しi
解答に対 しての問題点の1

指lool

同上.1

主人公。糖 。読。、1

りの指示.1

生徒の読みとりを、最初1

の課題に関連づける。

等麟 麟fに 対しI
i

諾 鯉 の読み取りI

i鯉
の分析の駄1

主人公の変化の読解の司

Toi

驚 対しての問題点のi

他の作品内無 へ関連づ1

ける・と・7aTOI

主人公の人櫨 の読みと1

りの指 示。

籍 翻 羅 に対し1

作品内の根拠。読み取,1
の指示.1

チ・との関係性の読み取1
りの指示・1

響 流れの読み取りの1

生徒の意見。問題点。指1

摘.1

主人公の変化の読み取 り1

の甑1

論理の関連づけの79TOl

._._._._.」

生 徒 の 感 想 ★ ★ ★

▽ めん どくさか った。 ▽ 先生 と話 しててわか ったよ うな気 がするんだけど,人 に言 うとうま くいえな くて困 った。

▽ 放課後 とか に質問 しな きゃいけな いか ら大変だ った。 ▽ 人 に教 えてた ら,あ とで違 ってた ことがわか って あせ った。

▽ 最初 はどうなるのかわか らなか ったが,お わ りのほうはよか った。 ▽ 自分の考えがだんだん深 くなって い くよ うな?気 が した。

▽ あん まりま じめな話 しないか ら,ま じめな話が(友 達 と)で きてよか った。 ▽ なんか ものを考えた ような気 がする。

▽ 最初 はめん どかったけど,や って るうちにお もしろ くな った。けど質問 しよ うと して もなかなか順番が こな くて こま った。

▽ 人の話ば っか り聞 いてたよ うな気がす る。だ けど,友 達 か らいろんな ことを教えて もらったか らよか った。
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6.評 価 の観 点(事 後評価)

①作 品の読 み と りか ら,自 分 の論 を組 み立 て ることがで きたか。

②他 の生徒 に自分 の考 えを正確 に伝 え ることがで きたか。

③意見 の交換 を通 じて 自分 と他 の生徒 の考 えをお互 いに尊重 して評 価 し,論 理 的 に も

の ごとを思考 し,判 断す る能力 が身 に付 いたか。

7.考 察

〈基 礎編〉

作 品内容 が,日 常 あ りそ うな事件 で もあ り,生 徒 は皆,授 業全般 に興 味を もち今 まで にな

く積 極的 に取 り組 んで いた。初読 の段階で共感 した生徒が多か ったが,そ れを論理的 に説 明

した とき,理 解 した生徒 とわか らな くな った(お もしろ くな くな った)生 徒 と,二 っ に分 か

れ た。その よ うな ことが どう して起 こるのか につ いて考察す る と,論 理 的に考 え る ことに興

味 を示 す者 はよ り読 みを深 あ,主 に感性で と らえよ うとした生徒 はお もしろみを感 じな くなっ

たよ うであ る。 しか し他者 の様 々な意見 には体験 を基 に した説得力 があ り,そ れ らの意 見 を

通 して作 品ヘ アプ ローチす ることは,感 性で と らえよ うとす る生徒 に,作 品への自分 とは違 っ

た解釈 を認識 させ,ど う してそのよ うに考え るのか とい う,も の ごと論理的 に考 え る ことへ

の契機 とな ったと思 う。今 回の授 業実践を通 して,生 徒の 自主的 な活動 を引 き出 しなが ら進

めて い くことの大切 さを,改 あて学 ぶ ことがで きた。

〈 応用編〉

実際 の展開 にっ いて留意 したのは,小 説 の読解 が主 にな るだ けに,生 徒 の様 々な読 み とそ

れに基づ く視点 を どれだ け各 々の論 に組 み入 れ,発 展 させてい くか とい うことであ った。 そ

のため には,生 徒 の考え方 の方向 を示 し,必 要 な要素 を個別 に指示 す ることが要求 され る。

しか し,こ の指示 や発問 は全 く個別 とい うわけではな く,実 際に は課題 を同 じくす るもの 同

士 の小 グループにな ることが多か った。 その中 で生徒 は意見 を交換 し,自 然 に,か っ積 極 的

に討 論 して意見 をま とめて い くとい う形態 にな って い った。 したが って,指 導者 は グル ープ

内 の問題が何 であ るかを明確 に し,ま た,同 じグループ内 での話 し合 いに とどま らない よ う

に,他 の生 徒 との意見 の交換 を必要 とす るよ うな指示や発問 をす る必要 があ った。

前述 の指導 目標を意図 した指導計 画を作成 ・実施 す るにあた って,生 徒 自身の感想を もとに

して,主 体 的に課 題 に取 り組 み,他 者 の意見 を聞 いて参考 に しなが ら思考を深 めて い くとい う

形 態 を中心 に した。基礎編 と応用編 の差異 は,自 分で論 を組 み立てて い くか,あ る程 度の筋 道

が与 え られて いるか,と い うところにあ るが,い ずれに して も自分 自身の課題 に取 り組ん で い

くとい う展開 であ ったため,基 礎編,応 用編 とも,生 徒 の授 業への よ り積極的 な参加 と多様 な

発展 が見 られた。 しか し,同 時 にそれ は,生 徒 の様 々な意見 に対 して適切 な指示 を即 答 しな け

れば な らない ことで もあ り,指 導者 の力量 が問 われ ることを痛 感 した。 また,内 容 については,

授業 前 に予想 したよ り も様 々な読解 と論理 の展 開があ り,授 業 後の感想 で も自分 の考 えが深 く

な って い った ことを印象 に持っ生徒 が多 か った。 自己評価 で も,こ の授業 を通 じてよ り論 理 的

に考 え る ことがで きるよ うになった とす る生徒 が多 か った ことは,今 回の一っ の成果 とい うこ

とがで きよ う。
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Nま とめ と今後 の課題

目ま ぐる しく社会が変化す る現在,生 徒 に自己を確立 す る態度を養 わせることは急務であ る。

それ にはまず,人 格 形成 の土 台であ る言語文化に注 目させ,主 体的 な言語活動 を通 じて 自己を

発 見 し,個 性 を伸 ばす必要が あ る。そのためには,生 徒に とって身近 な題材 ・テーマを扱 うこ

とで興味 ・関心 を喚起 し,言 語 の特性 ・重要性を理解 させっっ,論 理的 に 自 らの考 えを深 め さ

せ ることが効果 的で あると考 えた。 これ らの点 を踏 まえ,各 分 野で以下 の研 究実践 を行 った。

現 代語班 「図の説 明」「ラジオの野球 中継」「写真 の説 明」の演習 を通 して,自 らが知 覚 し

た事 柄 を正確 に伝 え る ことの難 しさを実感 させ ることがで きた。「サイ ンの依頼」「借金 の依 頼

の断 り」「プ ロポーズの断 り」の演習で は,様 々な状況や相手 を設 定 す る こ とに よ って,意 識

的 に話 し方 を変 えて い こうとす る工夫 が見 られた。人間関係の浅 い相手 や 目上 の人,あ るい は

物 事を依頼す るとい う場面 において,娩 曲表現 が求 あ られ ることに気づ いた者 も多か った。

古典班 「言葉 の力」 とい うテーマに沿 って,古 文 と漢文 を併せた授業展開 と した。有 名古

典 を新 たな視点 で読 む とい う観点か ら内容理解 に重点 を置 き,段 階的 なプ リン ト学 習 の積 み重

ねに よ って,生 徒 の興味 ・関心 を持続 させ た。有名作品に触れなが ら,作 者 や登場人物の発言 ・

行動 につ いて現代 との比較考察 を加 え,現 代に も通 じる古典世界 の人間 のあ りよ うに対す る共

感 を深 めた。 また,自 分 たちを取 り巻 く言語状況 を見っ め直す契機 とす る ことがで きた。

現代 文班 「現代 小説 を読 み,人 生 の転機につ いて考 え る」 とい うテーマの下 で,生 徒 の子

供時代 と重 なる主 人公の行動 ・心情 の読解 と生徒相互 の意見交換 を交互 に行 う授業展開 とした。

自己を見っ め直す ことを通 して 自己の人生への認識を深 めさせ ることを 目指 し,生 徒 の興 味 ・

関心 を基 に学習 の 目標 を設 定 し,現 在 の自分の在 り方 とその背景(成 長 過程 を含 む)を 論理 的

に考察 させた。 自分 が興 味を もった問題を中心 に取 り組 ませ たため,生 徒 は積極 的に授業 に参

加 し,予 想 以上 に読解 ・考 察が深 め られた。

今後 の課 題 にっ いて,各 分野 ごとに以下に挙 げることにす る。

1.現 代語班 「音声言語 」学習の試み は,小 ・中学校 に比べ高等学校 にお いて はまだ少 な い

のが現状 であ ろ う。学 問的な アプローチや裏付 け も必要だが,社 会 を生 き抜 く力 を育 て る とい

う観点 か ら,よ り実践的 で主 体的な学 習態度 の育成 が求 め られて いる。 「現 代語 」 とい う新 設

の科 目を充 実,発 展 させ るたあ に も,今 後 さらに教 材開発(テ レビ,ラ ジオ,日 常 の対 話 の録

音,録 画教 材等),指 導 方法 の改善(グ ループ 。ペア学習,ロ ールプ レイ ング等)に 努 あたい。

2.古 典班 古典世界 と現 代社 会 との比較考察で は,身 近 な事象ば か りが採 り上 げ られ,広 く

社会的視野 を もたせ に くい ことを再認識 した。 これ は国語科 ばか りでな く,高 等学校 教育共 通

の問題 であ ろ う。生徒 の知 的好奇心 に訴え,主 体的な学 習姿勢を喚起す る材 料を発掘 す る とい

う意味 で,『 三 国志演義』 の教材化 は さらに進 め られ るべ きであ り,既 存教 材 につ いて も新 た

な観点 か らの教 材研究 が必 要で ある。

3.現 代文 班 今回 の試 み は生 徒の 日常に比較的近 い作 品を教材 と して い るが,今 回の よ うな

指 導方法 を採 る場合,評 論 文教 材 にお いて は,生 徒 が 自分 の生 活や体験 に置 き換 え に くいだ け

に,関 心 を もって授業 に取 り組 ませ ることが困難 にな ると考 え られ る。 自分 の論 理 を組 み立 て

る力を身 に付 けさせ ると同時 に,い か に して興味 ・関心 を もたせ,筆 者 が伝 え たい ことを把 握

す る力 ・相 手の論理(思 考 の過程)を 理 解するカを身に付 けさせ るか にっ いて考察を深めたい。
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